
台湾北東部における11–14日周期  
の黒潮流軸変動

高橋大介1・郭新宇2・森本昭彦1

(1名大・水循環セ，2愛媛大・CMES)



東シナ海における11–14日周期の
 

黒潮流軸変動



 

東シナ海では，周期10–20 日，波長100–375 km，伝播

 速度17–30 km day–1 の黒潮流軸変動（小蛇行）が

 度々観測される．



 

周期10–20日の黒潮流軸変動がPNライン付近で傾圧

 不安定によって形成されたものと，上流域で形成され

 PNラインまで伝播してきたものの2つがある（James et 
al., 1990）．



遠距離海洋レーダ (LROR)

1. 情報通信研究機構

 
(NICT) の台湾北東部

 における遠距離海洋レーダ（Long-Range 
Ocean Radar; LROR）の表層流データ.  __

2. 空間解像度；

 
7km×7km，時間間隔；30分

3. 使用データの期間____________________
2002－2005年の4年間分のデータ．＿＿＿

4. データ処理________________________
(1) 1時間平均データ．_________________
(2) 各グリットにおけるデータ取得率の算出し，データ取得率が70%以上のグリットのデー

タを使用．______________________________________________________________
(3) 時空間補間（線形補間，スプライン補間）・ガウス関数（影響半径15km）による平滑化．

(4) 各グリットにおいて48時間

 
tide killer filter による短周期成分の除去

 
(Hanawa and 

Mitudera, 1985)．________________________________________________________
(5)  相対渦度の算出．



台湾北東部における表層流の平均場と
 変動場



台湾北東部における表層流の相対渦度の
 平均場と変動場



 
黒潮流軸の左側（大陸棚斜面上）に大きな相対渦度の変動が存在している．



 
表層流変動が大きい領域と相対渦度の変動が大きな領域が一致している．



 
表層流と相対渦度の変動が大きな領域は陸棚斜面上に位置している．



台湾北東部における表層流と相対渦度の
 時間変動
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台湾北東部における表層流と相対渦度の
 時間変動の時間スケール



 
黒潮流軸の左側（大陸棚斜面側）の表層流変動は，10.5–14.5 日 , 7–9 日, そして

 5–6 日 程度の周期性を持っている．



 
10.5–14.5 日周期の表層流変動は，必ず同時間スケールの相対渦度の変動もとも

 なっている．

10.5–14.5 days
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台湾北東部における11–14日周期の
 

表層流と相対渦度の変動



台湾北東部における11–14日周期の
 

表層流と相対渦度の変動
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台湾北東部における11–14日周期の
 

黒潮流軸変動
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台湾北東部における11–14日周期の
 

黒潮流軸変動
Positive pattern – Negative pattern



 
台湾北東部において黒潮流軸が南東方向へ移動した際には，黒潮流軸の左側（大陸

 棚斜面上）で低気圧性の循環が強化される．



 
台湾北東部大陸棚斜面上に11–14日周期で低気圧性/高気圧性の渦が交互に出現す

 ることによって11–14日周期の黒潮流軸変動（北西―南東方向への移動）が起こる．



台湾北東部における11–14日周期の
 

表層流変動と黒潮流軸変動の関係



 
台湾北東部大陸棚斜面上に出現する低気圧性/高気圧性の渦は大陸棚斜面に沿っ

 て黒潮の流下方向（北東方向）へ伝播する．



 
台湾北東部大陸棚斜面上に低気圧性の渦が出現した際には，黒潮流軸の小蛇行が

 形成される場合もある．



台湾北東部における11–14日周期の
 

表層流変動

低気圧性/高気圧性の渦は黒潮の流下方

 向（北東方向）へ16–29 km day–1（18.5– 
33.6 cm s–1）

 
程度で伝播している．

低気圧性/高気圧性の渦の空間スケール

 は1/2波長にほぼ一致している．

Northwestward comp.

Shelf break



台湾北東部における11–14日周期の
 

表層流変動
 Upstream propagation of the cyclonic/anticyclonic eddies on the shelf slope



 
台湾北東部大陸棚斜面上において低気圧性/高気圧性の渦が黒潮上流域へ

 の–40 ~ –69 km day–1 （–46.2 ~ –79.9 cm s–1）程度で伝播している．



 
台湾北東部大陸棚斜面上の低気圧性/高気圧性の渦は斜面に沿って水深が浅

 い方を右手に見て伝播している．





 
Planetary β << Topographic β*, 順圧流体，水平非発散近似．



 
台湾北東部大陸棚斜面において Buchwald and Adams (1968) の内部陸棚波モデル

 (interior shelf wave model)が適用可．

台湾北東部大陸棚斜面への内部陸棚波
 モデルの適用



台湾北東部大陸棚斜面への内部陸棚波
 モデルの適用

anticlockwise

clockwise



まとめ

1. 台湾北東部においても他の東シナ海大陸棚斜面上と同様に11–14日
 周期の黒潮流軸変動が存在し，その変動は黒潮流軸の北西－南東方

 向への移動，もしくは黒潮流軸の小蛇行によって特徴づけられる．

2. 台湾北東部大陸棚斜面上では，低気圧性/高気圧性の渦が11–14日周

 期で交互に出現し，それらが陸棚斜面に沿って黒潮の流下方向（北東

 方向）へ伝播する性質がある．台湾北東部における11–14日周期の黒

 潮流軸変動は，この低気圧性/高気圧性の渦の伝播によって生じる．

3. 台湾北東部大陸棚斜面上における低気圧性/高気圧性の渦は，大陸

 棚斜面に沿って水深が浅い方を右手に見て伝播する内部陸棚波（第2 
モード）が黒潮の北東流に移流されたものと解釈される．



おわり



台湾北東部大陸棚斜面への内部陸棚波
 モデルの適用



Guo et al. (2006)

東シナ海における11–14日周期の
 

黒潮流軸変動
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